
 専門基礎教育科目・専門教育科目の授業概要                 

【専門基礎教育科目】 

科目区分 授業科目名 授業の内容 

専
門
基
礎
教
育
科
目 

人
間
の
理
解 

解剖生理学 

健康な人体の構造、人体を構成する臓器の位置･形態を一連の機能系統別に学

習し、看護の対象の健康状態を系統的に把握するために必要な解剖学的知識を

習得する。 

病態生理学 

(含：病理学） 

人体の正常な構造と機能がどのような要因によって異常をきたし、調整機能

の破綻が生じるかを理解し、病態の成り立ちを学ぶ。生体を構成する様々な器

官・組織・細胞・分子レベルから見た病態の発生機序を学修する。 

生化学 

生命活動における生化学的機能と仕組みを学び、それらの異常がどのように

疾病発生と関連しているのかを学修する。特に、病態の理解に必要な生化学的

知識、生体を構成する物質とその代謝、遺伝情報の発現などについて学ぶ。 

人間関係論 

個人間、集団間及び個人と集団の相互作用の過程について扱う。特にグルー

プ・ダイナミクス(集団力学)の知見に基づき、日常的な人間関係の内に潜む社会

的影響や法則性について検討する。また、グループ・ワークを通して対人関係

の諸課題を体験的に学習する。 

生涯発達論 

人間の一生涯という全行程を発達のプロセスととらえ、生を受けてから生涯

を終えるまでの間の身体・心理・社会的発達について、特に発達心理学の視点

から理解する。発達段階の特徴、現代人の発達課題と危機などについて学習す

る。 

家族社会学 

(含：ジェンダー論) 

この授業は，「晩（非）婚化」「少子化」「高年齢化」「格差化」という言葉で

表される今日の「家族」の姿を、社会科学（社会学、人類学）の視点を通して

理解していくための入門コースとして位置づけられています。現代社会におけ

る「家族」を、日本の現代史の背景の中で出現してきた社会のひとつの「形」

であると捉え、それを踏まえて、今日のジェンダー、育児、介護・社会福祉、

貧困等に関わる諸問題に対して、家族や社会がどのように向き合い、対応して

いるのか、そしてどのようなオルターナティブな対応方法があるのかを、テキ

ストの熟読、身近な具体例、海外の事例を通して考察していきます。 

精神保健 

精神保健学は精神的な健康の保持・増進を取り扱う学問として発展してきて

いる。心の健康を考える上で、現代社会における様々なメンタルヘルス上の問

題について理解を深め、私たちの周囲にあるストレスとのかかわり方について

学び,メンタルヘルス上に課題をもつ人々がその課題を抱えながらも well 

beingに生きてゆくと言うことはどういうことなのかを考える。 

健
康
の
理
解 

健康相談活動の理論

と方法 

健康相談活動の基礎理論として、発達と健康、児童から青年期にかけて特徴

的な新心疾患、身体症状と心の関係、心身の悩みや問題のケア、相談活動の記

録法について講義する。 

病態治療学Ⅰ 

（内科系疾患） 

臨床において比較的遭遇しやすい内科系疾患について、病態機序、臨床症状、

予後・合併症、治療・検査等について系統的に学習し、看護実践に必要なキュ

アー(cure)とケア(care)を統合できる基礎的能力を習得する。 

病態治療学Ⅱ 

（外科系疾患） 

外科系疾患に対する看護を展開するために必要な、疫学、病態生理、臨床症

状、検査法、診断、外科的治療の方法、適応、合併症、予後について学習する。

近年の診断や治療法は進歩をつづけ、新しい機器や手術術式が開発されており、

これらの最新の知識も修得する。 

病態治療学Ⅲ 

（小児疾患） 

小児の病態、診断、治療について学ぶ。看護を展開するために必要な症候と

疾患、病態、診断、治療の概略を理解する。 

病態治療学Ⅳ 

（母性疾患） 

母性の病態、診断、治療について学ぶ。看護を展開するために必要な症候と

疾患、病態、診断、治療の概略を理解する。女性生殖器疾患や母性疾患におい

て診療で用いる検査法の種類と原理、疾患の病態等を理解し、看護に必要な医

学の基礎知識を学習する。 

病態治療学Ⅴ 

（精神疾患） 

精神疾患および精神健康問題を抱えた対象者の看護を展開するため必要な疾

患、病態、診断、治療の概略について学ぶ。内容としては、統合失調症、感情

障害、パーソナリティ―障害、物質依存症、思春期精神疾患、器質性精神疾患

などの治療と精神などの治療と精神医療の現状について学習する。 

授業科目の区分と卒業に必要な単位数

１．卒業に必要な単位数

卒業判定に当たっては、学則で定めた基準による所定の単位を修得する必要があります。人間

健康学部看護学科の卒業に必要な単位数（看護師国家試験受験資格取得に必要な単位数）は

単位です。科目区分の詳細は、 〜ｐ の別表３及び４を参照しましょう。

表１．卒業要件

区 分 科目区分 必修 選択 卒業に必要な単位 小計

教
養
教
育
科
目

共通コア科目

アカデミックスキル科目 単位以上

単位以上

ラ イ フ デ ザ イ ン 科 目 単位以上

思 想 と 論 理 科 目 単位以上

沖 縄 理 解 科 目 単位以上

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 単位以上

共通選択

外 国 語 科 目 単位以上

国 際 理 解

単位以上
（統計学のみ必

修）

人 文 科 学

社 会 科 学

自 然 科 学

専
門
基
礎

教
育
科
目

人 間 の 理 解 単位以上

単位以上健 康 の 理 解 単位以上

環 境 の 理 解 単位以上

専
門
教
育
科
目

専門分野Ⅰ 基 礎 看 護 単位以上

単位以上

専門分野Ⅱ

成 人 看 護 単位以上

母 性 看 護 単位以上

小 児 看 護 単位以上

高 齢 者 看 護 単位以上

精 神 看 護 単位以上

統合分野
在 宅 看 護 単位以上

総 合 看 護 単位以上

保健師教育分野 公 衆 衛 生 看 護 単位以上

卒 業 に 必 要 な 単 位 単位以上 単位以上
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